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住宅セーフティネット法における居住支援協議会の現状と 
機能強化に向けた課題 
―全国アンケート調査の結果から― 
 
人間社会研究科 人間福祉専攻 
博士後期課程 3 年 洪 心璐 
  
１．改正住宅セーフティネット法の背景 
近年、少子高齢化が急激に進行している。世帯主が 65 歳以上の世帯数について家族類型別にみてみると、「単独
世帯」は 2015 年の 625 万世帯から 2040 年の 896 万世帯までに増加し、「夫婦のみの世帯」は 2015 年の 628 万世帯か
ら 2040 年の 687 万世帯へと上昇する見込みである（国立社会保障・人口問題研究所 2018）。今後、高齢者のみならず、
低額所得者や被災者、障害者、子どもを育成する家庭等自力で住宅を確保することが困難である住宅確保要配慮者１）
が増加すると予測されている。また、住居確保の必要性について、早川（1997）は、住居を「生存の基盤」とした上で、そ
の安全性と快適性（建物の立地、居室の広さ、周囲の環境など）が、生活の安定と心身の健康に影響すると論じている
（早川 1997:18-86）。しかし、図１で示されたように、従来住宅確保要配慮者に対応する公営住宅の応募倍率は大都市
圏を中心に高い水準で推移しており、公的賃貸住宅に依存した住宅セーフティネットの取組には限界があると指摘され
ている（国土交通省住宅局 2015）。 
 
 
図１ 公営住宅の応募倍率 
出典：国土交通省住宅局（2015） 
 
一方、住宅ストックの状況については、民間市場における空き家等が多く存在し、引き続き増加傾向にあり、民間賃
貸市場の活力を活かすことが重要な課題となっている。しかし、公益財団法人日本賃貸住宅管理協会の調査（2014 年
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度）によれば、家賃滞納、居宅内での孤独死、近隣住民とのトラブルなどを理由に、高齢者、障害者、外国人に対して
は過半数、子育て世帯に対しては約 1 割の大家が住宅確保要配慮者の入居に対す拒否感を持っていた（国土交通省 
2016）。このように、民間賃貸市場においては、入居を制限される懸念があることから、安心して暮らせる住宅の確保を
可能とする住宅セーフティネット機能の強化が重要な政策課題となっている。 
上述した課題を解決するために、2017 年 10 月 25 日に政府は積極的に空き家を住宅確保要配慮者の住居として活
用しようと、住宅セーフティネット法を改正した。この法律に基づき、住宅確保要配慮者に対し、行政と民間の連携による
住宅と福祉の両面から住み慣れた地域で安心して暮らせる住まいの確保に向けた取組みの推進が求められている。  
 
２．居住支援協議会の設置に至る経緯 
戦後日本においては、住宅難を解消するために、住宅及び住宅資金の直接供給を担ってきた公庫融資、公営住宅、
公団住宅という三本柱を中心として住宅政策が展開されてきた。具体的に、安定した収入がある人々に、持ち家建設・
取得のための住宅金融公庫による公的住宅融資が長く機能してきた。また、住宅に困窮する低額所得者に低家賃で住
宅を供給するため、「公営住宅法」が制定された。その後、日本住宅公団は、両者の中間に位置する勤労者のための良
質な住宅の集団的建設等を担ってきた。 
 
図２ 住宅セーフティネットの政策動向（筆者作成） 
 
図２で示すように、2006 年に、日本の住宅政策に関する基本法制である住生活基本法が制定され、その第 6 条では、
「住生活の安定の確保及び向上の促進に関する施策の推進は、住宅が国民の健康で文化的な生活にとって不可欠な
基盤であることにかんがみ、低額所得者、被災者、高齢者、子どもを育成する家庭その他住宅の確保に特に配慮を要
する者の居住の安定の確保が図られることを旨として、行われなければならない」と定められており、住宅セーフティネッ
トによる居住の安定確保は、住宅政策の基本理念として位置付けられている。同年、住宅確保要配慮者が円滑に入居
できるよう、物件や協力不動産店の登録を行う「あんしん賃貸支援事業」が開始された。 
次いで 2007年に住宅セーフティネット法（住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律）が制定
された。このことを受け、住宅確保要配慮者への対応が、公的賃貸住宅に依存した住宅セーフティネットから民間の
賃貸住宅を中心とした施策に移りつつある。戦後の社会保障制度と住宅制度の連携状況について概観してみれば、か
つて厚生省と建設省が内務省において一元的に所管されていた。しかし、本間（1988:167-179）が述べるように、「戦後
両者は分離されることになった」。現在、厚生労働省と国土交通省が依然として連携不足の状況にある。住宅確保要配
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慮者への居住支援は、福祉部局と住宅部局両方の努力が必要不可欠である。住宅セーフティネット法は、住宅政策と
福祉政策の連携が不十分であった歴史を踏まえて、関連施策との連携、とくに福祉政策との連携を明記している（第 8
条）。同年に、「居住支援協議会」が設置され、居住支援協議会の定義及び役割について住宅セーフティネット法では
以下のように定められている。 
 
「（住宅確保要配慮者居住支援協議会） 
第五十一条 地方公共団体、支援法人、宅地建物取引業者（宅地建物取引業法（昭和二十七年法律第百七十六号）
第二条第三号に規定する宅地建物取引業者をいう。）、賃貸住宅を管理する事業を行う者その他の住宅確保要配慮
者の民間賃貸住宅への円滑な入居の促進に資する活動を行う者は、住宅確保要配慮者又は民間賃貸住宅の賃貸
人に対する情報の提供その他の住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅への円滑な入居の促進に関し必要な措置につ
いて協議するため、住宅確保要配慮者居住支援協議会を組織することができる。 
第五十二条 支援協議会が組織された地方公共団体の区域について地域住宅特別措置法第五条第一項の規定に
より地域住宅協議会が組織されている場合には、当該支援協議会及び地域住宅協議会は、住宅確保要配慮者の賃
貸住宅への円滑な入居を促進するため、相互に連携を図るよう努めなければならない。」 
（住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律） 
 
その後、2016 年には、住宅確保要配慮者の住まいの確保や生活の安定、自立の促進に係るセーフティネット機能の
強化に向けて、福祉行政と住宅行政のより一層の緊密な連携を図るため、厚生労働省と国土交通省の関係局職員によ
る情報共有や協議を行うための連絡協議会が設置された。さらに、2017 年に改正住宅セーフティネット法が施行された。
法律には明記されていないが、居住支援協議会は行政内部、そして行政と民間の間の連携する場として期待できると
考える。これから、民間賃貸市場における居住支援協議会の実効性を高めつつ、その機能強化が求められている。 
 
３．居住支援協議会に関する今日的課題 
居住支援協議会の活動内容に関する研究として、ケーススタディを行い、それぞれの自治体における支援体制の仕
組みの説明、支援活動の現状、さらに今後の方向性を論じたものがある（柴田 2011:10-12;牧嶋 2015:12-14；寺澤 
2015:21-23;岳本 2015:35-38;尾崎 2015:24-27;松元 2018:18-22）。まず、居住支援協議会の特徴について、小林
（2015:3-9）は「民間賃貸住宅の活用、既存住宅の活用、福祉関係者との連携、自治体の政策目的との連携」と述べて
いる。そして、調査研究として、井上ら（2015:323-324）は「居住支援協議会におけるパートナシップの実態」を明らかに
したうえで、「今後の住宅分野と福祉分野の連携の在り方」について提言している。さらに、居住支援協議会の課題につ
いて論じるものがある。岳本（2015:35-38）は福岡市居住支援協議会の着目し、「高齢者への居住支援事業を実施する
中で、家主から特に必要とされる支援サービス内容」について明らかにし、「補助金に頼らない自主財源を確保する仕
組みが課題である」と指摘している。また、同じく「家賃債務保証」の課題に対して、尾崎（2015:24-27）は「大阪府居住支
援協議会も同じ課題を直面している」と指摘している。そこで、小田川（2014:83-93）によれば、「永久的な家賃補助制度
の導入には、財政的な問題に加え、低家賃住宅の評価基準が必要である」。 
今後の方向性として、「協議会のメンバーである市町村や不動産関係団体、民間企業等の協力が不可欠である」と尾
崎（2015:24-27）は提言している。さらに、牧嶋（2015:12-14）は「住宅確保要配慮者への民間賃貸住宅の活用を進めて
いくためには、地域包括ケアシステム等の福祉政策と一体となった支援体制の構築が必要であり、地域の事情に応じた
体制の構築が重要である」と指摘されている。 
 
４．研究目的と研究方法 
先行研究では、居住支援協議会における事業内容、実績、課題、そして事務局担当者の認識を全体的に捉える調
査がほとんど見られない。したがって本研究では、全国居住支援協議会の事業内容、実績、特に法律で定められてい
る情報提供、連携・協働機能に着目し、その課題を明らかにすることを目的としている。そこでまず、居住支援協議会の
基本状況を明らかにするために、2017 年 9 月〜11 月に、各居住支援協議会のホームページ、公開されている協議会の
議事録から情報収集し、居住支援協議会の事業内容一覧表を、事務局、設立時期、参加メンバー、事業内容別で表１
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に取りまとめた。次に、情報収集の結果を踏まえて、機能強化に向けた課題について事務局担当者の認識を全体的に
捉えられるよう、A市居住支援協議会の職員に予備調査を行ってから、2017年 11月 25日～12月 15日の期間に全国
69 自治体に設置されている居住支援協議会事務局宛に調査票を郵送し、返送によって回収した。その結果、調査対
象団体の 82.6%にあたる 57 ヵ所から回答を得た。また、本研究は、洪（2018）の報告書の結果を基づき、居住支援協議
会に関連する住宅セーフティネット法の歴史的変遷、先行研究のレビュー、事業内容一覧表の作成及び考察を再構成
し加筆・修正した上で、新たな論点や知見を加えた。 
倫理的配慮については、調査にあたって、調査依頼の文書に調査の趣旨・目的、データ管理と廃棄、公表等につい
て詳述した上で協力を依頼した。また、本調査研究は法政大学大学院人間社会研究科倫理審査委員会免除申請の
承認のもとに実施した。 
 
５．調査結果 
１）居住支援協議会の基本状況 
表１に示されるとおり、2017 年 9 月末の時点において、居住支援協議会の圏域についてみてみると、「都道府県」に
設置される居住支援協議会は 47 ヵ所で、68.1%を占めており、「市区町」に設置される居住支援協議会は 22 ヵ所で、全
体の 31.9%となっている。近年、地域の特性に応じた住宅確保要配慮者への居住支援を展開するために、基礎自治体
における居住支援協議会の設置が促されている一方、その数は未だに少ないのが現状である。 
次に、居住支援協議会の事務局について、全体では、「行政住宅部局」が担当している自治体が圧倒的に多い。一
方、千葉県船橋市、福岡県大牟田市、福岡市においては、社会福祉協議会が事務局を担当している。東京都豊島区、
熊本市熊本市では、NPO 法人が事務局を担当している。住宅確保要配慮者のニーズを吸い上げ、居住支援を提供す
るためには、事務局がいかに能動的に住宅分野と福祉分野の関係者に働きかけること、そして民間市場の活力を活か
してニーズに対応することが問われる。 
また、居住支援協議会の構成員について、すべての自治体において、行政住宅部局及び宅地建物取引業協会が
参加している。その次に、行政福祉部局、社会福祉協議会が構成員である自治体も多い。この点では、福祉的課題を
協議会内部に共有することが期待できる。また、「全国賃貸住宅経営者協会連合会支部」、「日本賃貸住宅管理協会支
部」、「地域包括・在宅介護支援センター協議会」、「民生委員児童委員協議会」、「国際交流財団」、「行政書士会」、
「学識経験者」等の参加が見られている。これに対し、実際に居住支援に携わる NPO 法人、民間企業等の加入数が少
なく、民間団体との関わりが課題となっている。 
主な活動内容について全体で見てみると、「メンバー間の意見・情報交換」が行われている居住支援協議会が最も多
い。また、「意識啓発、広報活動の実施」「住宅相談サービスの実施」「行われている居住支援の取組みをとりまとめ、ホ
ームページで公開」、「支援事業の検討」、「リーフレット作成」、「あんしん賃貸支援事業」等があげられている。中には、
千葉県船橋市、福岡県福岡市等の自治体においては、情報提供等の入居支援に加え、死後委任契約を含めたアフタ
ーフォローサービスも提供している。そして、東京都豊島区では、空き家を活用した住宅確保要配慮者の居住支援につ
いて検討し、実績を積み重ねている。 
 
２）アンケート調査から見る居住支援協議会の機能強化に向けた現状と課題 
居住支援協議会の機能強化に向ける課題について、全国 69 自治体に設置されている居住支援協議会へのアンケ
ート調査の回答を集計し、分析した。 
 
（１）居住支援協議会の支援実績 
前述したように、居住支援協議会の主な活動内容として、「メンバー間の意見・情報交換」、「意識啓発、広報活動の
実施」「住宅相談サービスの実施」等がある。そのサービスの中で、住宅確保要配慮者に直接に関わる支援として、住
宅確保要配慮者又は民間賃貸住宅の賃貸人に対する情報の提供「住宅相談サービス」がある。そこで、各居住支援協
議会の担当者に 2016年度の支援実績として、本調査で住宅相談件数及び成約件数について尋ねた。その結果、2016
年度相談件数に関しては、全体では、相談実績を把握している自治体が 38 ヵ所となっている。月間相談件数に換算し
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てみたところ、全体では、「相談件数 0件」が 13ヵ所となっており、全体の 34.2％を占めている。これに対し、月間相談件
数が「11 件～20 件」の割合が 15.8％、「21 件以上」の割合がわずか 5.3％となっている。 
一方、全体では、住宅相談サービスの成約実績を把握している自治体が 38 ヵ所となっている。「成約件数 0件」が 25
ヵ所となっている。これに対し、年間成約件数は「１～30件」が 9ヵ所、「31～60件」の自治体が 1ヵ所、「61～90件」の自
治体が 2 ヵ所、「91 件以上」の自治体が１ヵ所となっている。 
 
表２ 圏域別成約状況 
 
出典：洪（2018:10）により加筆修正 
 
また、表２のように、全体では、都道府県単位の平均成約率が 6.9％に対し、市区町単位の平均成約率がより高く、
19.0％となっている。さらに、入居先まで把握している自治体が 5 ヵ所となっている。その内訳として、C 県、D 県、F 区、
G 市、J 市においては、民間賃貸住宅への入居につなげている。さらに、G 市では、公営住宅、UR、サービス付き高齢
者向け住宅などへの入居につなげている。自治体の人口規模にもよると考えられるが、今後、居住支援協議会の機能
の充実を図るために、それらの居住支援協議会のノウハウの共有がますます重要になってくる。 
 
（２）住宅確保要配慮者のニーズ把握 
住宅確保要配慮者に民間賃貸物件や居住支援サービス等に関する情報を発信することが、居住支援協議会の重要
な機能の一つである。実務のなかで、住宅確保要配慮者の把握方法について全体的に見ると、「関係部署に連携し、
情報収集している」と答えた居住支援協議会が最も多く、その割合が 68.0%となっている。より的確に住宅確保要配慮
者を把握するための手法の開発と普及が重要と考えられる。 
住宅確保要配慮者の把握方法について、回答が多くなっている順は、市区町では、第 1 位「関係部署に連携し、情
報収集している」、第 2 位「民生委員、居住支援関係の民間団体から情報収集している」、第 3 位「広報し、相談会を開
催している」となっている。 
都道府県では、第 1 位「関係部署に連携し、情報収集している」、第 2 位「民生委員、居住支援関係の民間団体から
情報収集している」、第 3 位「協力不動産店から情報収集している」となっている。 
 「その他」には、「各種統計調査を元に、要配慮者の数の把握を行った」、「情報紙の発行」、「地域包括
支援センター担当者会議での周知」、「ステッカーの作成及び掲示」等があげられている。 
 
相談件数 成約件数 入居先 相談件数 成約件数 入居先
A県 245 146 E市 307 63
B県 158 20 F区 133 77 民間賃貸住宅：77
公営住宅：3
民間賃貸住宅：46
UR：6
サービス付き高齢者向け住宅：3
D県 66 15 民間賃貸住宅：15 H市 86 7
I区 81 11
J市 28 9 民間賃貸住宅：9
都道府県（平均成約
率
:6.9％） 市区
町
（平均成約
率
:19.0％）
C県 146 2 民間賃貸住宅：2 G市 112 58
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図３ 住宅確保要配慮者の把握方法（複数回答） 
出典：洪（2018:14） 
 
（３）居住支援協議会における連携状況 
住宅確保要配慮者又は民間賃貸住宅の賃貸人に対する情報提供機能を発揮し、民間賃貸住宅への円滑な入居の
促進に関し必要な措置について協議するためには、居住支援協議会に参加する組織がいかに連携・協働するかが重
要である。 
前述のように、各居住支援協議会における構成メンバーは多岐にわたっている。しかし、2016 年度居住支援協議会
の年間開催頻度についてみると、全体では、1年あたり 1～3回協議が行われる協議会が最も多く、61.4%（35ヵ所）を占
めている。これに対し、「年間 4～6回開催」の割合が 17.5%、「年間 7～9回開催」の割合が 3.5%、「年間 7～9回開催」
の割合が 3.5％、「年間 13回～16回開催」の割合がわずか 1.8%となっている（図３）。限られている協議回数の中で、い
かに情報共有できるかが問われることになる。 
住宅確保要配慮者に対する居住支援を充実させ、構成員間の意見交換、情報提供、そして関係者との連携を
図るために、協議会の参加団体を最大限に活性化すると共に、積極的に地域で活動している居住支援団体に発
信し、協議会に参加してもらうよう、プラットフォームを構築することが肝要である。 
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図４ 居住支援協議会の年間開催頻度 
出典：洪（2018:3） 
 
また、図５で示すように、居住支援協議会事務局担当者が日々業務を行う中で、福祉部局と住宅部局の連携程度に
ついて、全体的にみてみると、「やや連携できている」との回答が 46.3%であり、「とても連携できている」の割合が 5.6%
である。圏域別では、市区町においては「やや連携できている」は 68.8%で、「とても連携できている」が 12.5%である。一
方、都道府県おいては「やや連携できている」は36.8%、「とても連携できている」が2.6%である。福祉部局と住宅部局の
連携程度について、肯定的に回答した基礎自治体の割合が都道府県と比べて 41.9ポイント高くなっており、圏域による
差が見られる。 
そして、行政部局と民間支援団体の連携程度について、全体では、「あまり連携できていない」が 12.0%、「まったく連
携できていない」が 42.0%となっており、合わせて 54%と半数以上が「連携できていない」と回答した。圏域別では、市区
町においては「やや連携できている」の割合は 66.7%で、「とても連携できている」は、6.7%である。一方、都道府県では
「やや連携できている」は 31.4%、「とても連携できている」が 2.9%である。行政部局と民間支援団体の連携程度につい
て、「連携できている」と回答した市区町の割合が都道府県と比べて 39.1 ポイント高くなっている（図６）。 
 
N=24 
N=14 
82
 8
 
図５ 福祉部局と住宅部局の連携状況 
出典：洪（2018:22） 
 
 
図６ 行政部局と民間支援団体の連携状況 
出典：洪（2018:22） 
 
（４）自主財源の状況 
住宅確保要配慮者に対する継続的にかつ充実した居住支援を提供し、情報発信、地域におけるニーズ調査、多機
関との連絡調整、そしてサービス提供に関わる職員の配置、事業活動等を実施するためには、十分な財源を確保しな
ければならない。しかし、協議会の自主財源については、全体的にみてみると、「まったく十分でない」が 43.8%、「あまり
充分でない」が 35.4%と合わせて「充分でない」と回答している担当者が 8 割近くを占めている（図７）。居住支援協議会
の事業を拡充するためには、自主財源をいかに確保するかが今後の重要な課題である。 
 
1.9%
0
2.6%
46.3%
18.8%
57.9%
46.3%
68.8%
36.8%
5.6%
12.5%
2.6%
全体（N＝54）
市区
町
（N＝16）
都道府県（N=38)
まったく連携できていない あまり連携できていない やや連携できている とても連携できている
12.0%
6.7%
14.3%
42.0%
20.0%
51.4%
42.0%
66.7%
31.4%
4.0%
6.7%
2.9%
全体（N＝50）
市区
町
（N＝15）
都道府県（N=35)
まったく連携できていない あまり連携できていない やや連携できている とても連携できている
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図７ 居住支援協議会の自主財源 
出典：洪（2018:23） 
 
５．考察 
１）基礎自治体における居住支援協議会の設置の推進 
山本（2019:29）は基礎自治体の主体的関与について、「住宅を扱う部門と福祉部門では、互いに交流が少なく、双方
がその内容について理解していないことが多い」と指摘し、「自治体によっては「居住政策係」を設置し、住宅と福祉の両
方にまたがる施策を実施するところもあるが、このような自治体は少数派である」と論じている。 
本調査によると、居住支援協議会の設置状況について、「都道府県」に設置される居住支援協議会が全体の約７割
を占めている。市区町自治体における設置はいまだに非常に少なく、主体的に関与している基礎自治体が少ない現状
にある。一方、住宅相談サービスの実績について、全体では、都道府県単位の平均成約率に比べ、市区町単位の平
均成約率がより顕著であったことが調査で明らかになった。各市町村における対象属性と求められる支援内容が異なる
ことが推測されており、今後、地域の特性に応じた居住支援を展開するために、住民生活に身近な市区町村、特に都
市部における居住支援協議会の設置の支援、促進が望ましい。そこで、東京都では、地域に身近な基礎的自治体であ
る区市町村が、自ら居住支援協議会を設立し、住宅確保要配慮者への支援に係る具体的な取組を円滑に実施できる
よう、不動産関係者・居住支援関係者向けのセミナーの開催、居住支援や生活支援の取り組みに関する情報提供等を
行っており、区市町村による協議会の設立促進・活動支援を実施している。このように、都道府県が広域における統括
管理を行う上で、基礎自治体への支援が必要である。 
２）潜在的ニーズへのアウト・リーチ機能 
近年、住宅確保要配慮者が増加する一方、居住支援ニーズが見えづらく、地域に潜んでいるのが実情である。山本
（2019:2）が述べるように、「路上生活者数は減少傾向にあるが、安定的なすまいがないまま、ネットカフェやサウナで寝
泊まりする人々が可視化されず、見えない存在となって社会に浮遊している」。このような状況を見逃してはならない。そ
こで、宮城（2018:8）によれば、「地域における潜在的なニーズをアウト・リーチなどの方法によって発見し把握するニー
ズ・キャッチ機能」の必要性が指摘している。現在、多数の居住支援協議会においては、窓口に直接支援を求める利用
者に対して、担当職員が必要な物件情報やサービスをつなぐことが本調査で分かった。今後、自ら支援を求めない方
に対して、ニーズ・キャッチ機能どう発揮させるが課題となる。住宅確保要配慮者の把握方法として、地域包括支援セン
ターの職員や退院支援に携わる医療ソーシャルワーカー、そして地域事情に詳しい児童・民生委員等様々な専門職、
関係機関、民間団体と密接に連携し、ニーズを吸い上げると共に、協議会内部で共有することが求められる。 
 
３）ネットワーク機能の強化 
連携状況について、市区町に設置される居住支援協議会の担当者の立場からみると、行政内部、そして行政と民間
支援団体がより連携しやすいことが分かった。重層的かつ柔軟な住宅セーフティネットを構築するためには、住宅政策
43.8%
33.3%
48.5%
35.4%
33.3%
36.4%
10.4%
20.0%
6.1%
10.4%
13.3%
9.1%
全体（N＝48）
市区
町
（N＝15）
都道府県（N=33)
まったく十分でない あまり十分でない やや十分である とても十分である
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と社会福祉政策を結びつけて、国、地方公共団体、民間事業者、民間賃貸住宅の賃貸人、居住支援団体等の様々な
主体の緊密の連携の下、各種の施策を総合的に推進していく必要がある。 
宮城（2018:8）は、ネットワーク機能について、「インフォーマル・サポートの活性化と関係機関・団体のネッチワーク化
を推進する」ことであると述べている。住宅確保要配慮者を巡って、地域に眠っている居住支援ニーズを掘り起こし、地
域資源を開発、活用して支援するにあたって、行政、民間において、そして居住支援協議会も含めて、各機関、団体は
情報共有、連携しなければならない。今後、都道府県居住支援協議会と役割分担を明確にし、住民に近い目線でのき
め細かい支援を行いながら、ネットワーク機能を果たしやすい環境を構築することが大切であると考える。 
 
４）支援活動における財源確保 
地域活動における財源の必要性について、野口（2013:5-15）は「住民が集まることのできる住まいやまちの空間づくり、
よろず相談所、世代間の交流施設、高齢者・障害者・子どもの交流空間などをコミュニティの中で生活機能ストックとして
貯蓄していくことである。そして、ハードとソフトを媒介する財政が必要」と論じている。居住支援協議会の事業を拡充す
るためには、自主財源をいかに確保するかが今後の重要な課題であると考えられる。そこで、財源捻出の打開策につい
て宮城（2018:5）は、「地域資源の創出にとって基本となるファンドレイジングの意義と展開の必要性」について論じてい
る。先駆的な実践事例をあげると、福岡市居住支援協議会の事務局である市社会福祉協議会は、2013 年に社会公益
事業のための資金調達等の仕組みについて研究し、ファンドレイジングチームを発足させた。また、寄付つきペン企画、
遺贈に関する情報周知、死後事務にかかる実行報酬、不動産協力店が得る仲介手数料一部からの寄付等の創意工
夫により、2014年〜2017年までの実績として、合計 2億 1千万円を集めた。現在、財源捻出の工夫によって、死後事務
を行う「ずーっとあんしん安らか事業」の拡充、高齢者の転居時の保証人不在問題などにアプローチする「住まいサポー
トふくおか」の設計と実践、「社会貢献型空き家バンク」の開発などを行っている。今後、公的財源による支出がかなり抑
制されることを据えて、ファンドレイジングによる民間財源を拡充していくことが、その解決策の一つではないかと考えら
れる。 
 
６．まとめにかえて 
現在、全国的に空き家問題が深刻化しており、住宅確保要配慮者が増加する中で、空き家等の既存ストックを福祉
的に活用することが求められている。一方、居住支援というのは、単なる住宅の確保だけでなく、落合（2013:31-38）が述
べるように、「単なる空間としての居場所を確保することにとどまらず、居住者が社会とのつながりをもちながら住まうこと
を支えることであり、まさに、そのような生活を支えるために居住から人間の生活を捉えたソーシャルワークに他ならな
い」。そして、早川（2005:555）によれば、居住支援を行う上で「安心して住み続けられる居住の公的・社会的保障を居住
支援の根幹に据える」ことは最も基本的な視座になるであろう。今後、居住支援に関わる情報を支援組織、地域のなか
で共有し、蓄積し、分析する創意工夫が期待されている。 
このような点から、住宅確保要配慮者への支援を提供するために、地域の実情を踏まえ、居住支援協議会が住宅部
局、福祉部局、民間事業者等との連携・協働し、十分にネットワーク機能を発揮させることが重要不可欠であろう。多くの
居住支援協議会では入居前の情報提供、物件斡旋が行われているが、今後は入居者に対する見守り・緊急時の対応
体制の整備、地域とのつながりの再構築など、入居後のアフターフォローを拡充し、包括的な支援体制を構築すること
が求められる。そして、ライフステージにあった居住を実現するために、住宅領域と社会福祉領域における公民の機関・
団体のさらなる連携を図り、居住支援ニーズの把握方法や、活用可能な地域資源の発掘、相談支援対象の早期発見
等、ソーシャルワークの具体的手法等が求められる。  
 
［注］  
１）住宅確保要配慮者の定義は以下の通りである。 
（定義） 
第２条 この法律において「住宅確保要配慮者」とは、次の各号のいずれかに該当する者をいう。 
一 その収入が国土交通省令で定める金額を超えない者 
二 災害（発生した日から起算して３年を経過していないものに限る）により滅失若しくは損傷した住宅に該当災害が発生
した日において居住していた者または災害に際し災害救助法が適用された同法第２条に規定する市町村の区域に該当
災害が発生した日において住所を有していた者 
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三 高齢者 
四 障害者基本法第２条第１号に規定する障害者 
五 子ども（18 歳に達する日以後の最初の 3 月 31 日までの間にある者をいう。）を養育している者 
六 前各号に掲げるもののほか、住宅の確保に特に配慮を要するものとして国土交通省令で定めるもの 
 
２）本研究は、科学研究費基盤研究（B）課題番号 17H02611「地域特性に応じた地域包括ケアシステムの経営効率性と統合
化に関する実証的研究」（研究代表:宮城孝）の調査の一環として行われている。 
 
表１ 居住支援協議会の基本状況（筆者作成） 
NO 協議会名 事務局 設立時期 参加メンバー 事業内容
1 北海道 北海道建設部住宅局建築
指導課
2011年2月 道行政、北海道宅地建
物
取引業協会、全日本不動
産
協会北海道本
部、日本賃貸住宅管
理
協会北海道支部、URコミュニティ北海道住ま
いセンター、ホームネット株式会社、あんしん住まいサッポロ、
NPOシニア賃貸住宅サポートセンター札幌、NPOコミュニティワーク
研究実践センター、株式会社JDC、株式会社ラポール支援紹介セン
ター、北海道消費者協会、道内市
町
村
・メンバー間の意見・情報交換、
・要配慮者向けの民間賃貸住宅の情報発信、紹介・
斡旋
・住宅相談サービスの実施、
家賃債務保証制度、安否確認サービスの紹介、⑤賃
貸者や要配慮者を対象とした講演会の開催等特
徴：「官民連携による北海道あんしん賃貸支援事
業」（① 契約手続きの立会②通訳派遣③
生
活ルー
ル・市場慣行等についての説明④ 前三号に掲げる
支援以外で、事業対象者の民間賃貸住宅への入居の
円滑化のために行う支援⑤ 入居後の電話相談⑥ ト
ラブル等の際の対応⑦ 
状
況観察・医療機関等との
連絡等⑧ 緊急時の対応九 前四号で掲げる支援以外
で、事業対象者の民間賃貸住宅における居住の安定
の確保のために行う支援）、住宅相談
2 北海道本別
町
本別
町
総合ケアセンター 2016年2月 本別建設業協会、本別建築士会、本別金融協会、平
田
不動
産
連絡
所、本別
町
社会福祉協議会、本別
町
自治会連合会、本別ひまわり基
金法律事務所、本別
町
（建設水道課、企
画
振興課、住民課、総合ケ
アセンター）釧路地方法務局帯広支局、北海道建設部住宅局建築指
導課、高齢者住宅財団、全国住宅
産
業協会、家財整
理
相談窓口、日
本不動
産
研究所、株式会社 ゼンリン旭川営業所
① 住宅確保要配慮者等に対する情報の提供等に関
すること② 住宅確保要配慮者等に対する相談対応
に関すること③ 住宅確保要配慮者等の円滑な入居
の促進及び居住の安定方策に関すること④ 空家等
の適正管
理
及び有効活
用
、
特
定空家等に関する対策
に関すること⑤「住宅」と「福祉」に関係する団体
のネットワーク化及び連携による「地域包括ケアシ
ステム」の向上に関すること「空き家バンクシステ
ム」の再構築及び共同運
用
、本別社協「あんしんサ
ポートセンター」と
町
内不動
産
事業者等の連携によ
る相談対応システムの構築、「住まい相談会」の開
催等、空家等利活
用
判定基準、本別
町
住宅改修支援
チームに対する研修会の開催等
3 青森県 （公社）青森県宅地建
物
取引業協会
2011年９月 青森県行政（青森市、弘前市、八戸市、黒石市、五所川原市、十和田
市、三
沢
市、むつ市、つがる市、平川市）、社会福祉協議会、青
森県宅建協会、全日本不動
産
協会青森本部、日本賃貸住宅管
理
協会
青森支部、地域住宅協議会、リフォーム推進協議会等
①青森県あんしん賃貸支援事業
②市
町
村単位での居住支援協議会の立ち上げ支援
③空き家の適正管
理
等に関する相談体制構築事業、
所管10市における相談窓口の設置、居住支援セミ
ナー＆住まいと空き家相談会開催のお知らせ、設立
記念フォーラムの開催
4 岩手県 （一財）岩手県建築住宅
センター
2011年９月 行政、9市7
町
（盛岡市、久慈市、釜石市、奥州市、宮古市、大船渡
市、花巻市、陸前高
田
市、滝
沢
市、岩手
町
、平泉
町
、住
田町
、大槌町
、山
田町
、岩泉
町
、一戸
町
）、宅地建築関係団体、岩手県社会福
祉協議会、岩手県社会福祉士会、社会福祉法人花巻ふれあいの里福
祉会、かんな福祉相談支援事務所等の福祉支援団体、
特
定非営利活
動法人いわて子育てネット、
特
定非営利活動法人わかば会などの居
住支援団体
①東日本大震災津波被害者向け居住安定確保・住宅
再建のための相談会等の開催
②相談支援体制の確立に向けた取組
③あんしん賃貸支援事業による住宅確保要配慮者向
けの情報提供（継続実施）
5 宮城県 宮城県土木部住宅課　企画
調査
班 2014年10月 県行政、13市21
町
村（仙台市、石巻市、塩竈市、気仙沼市、白石
市、名取市、角
田
市、多賀城市、登米市、栗原市、東松島市、大崎
市、富谷市、蔵
王町
、七ヶ宿
町
、大河原
町
、村
田町
、柴
田町
、川崎町
、丸森
町
、亘
理町
、山元
町
、松島
町
、七ヶ浜
町
、利府
町
、大和町
、大郷
町
、大衡村、色麻
町
、加美
町
、涌谷
町
、美里
町
、女川
町
、
南三陸
町
）、宮城県宅地建
物
取引業協会、全日本不動
産
協会宮城県
本部 、日本賃貸住宅管
理
協会宮城県支部、全国賃貸住宅経営者協
会連合会宮城県支部、宮城県社会福祉協議会、宮城県住宅供給公
社、一般社団法人パーソナルサポートセンター
①住宅確保要配慮者又は民間賃貸住宅に関する情報
の共有に関すること
②住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅への円滑な入居
や民間賃貸住宅の賃貸人及び管
理
事業者等の不安軽
減等のための居住支援の方策の検討に関すること
③各会員が実施する施策や事業等の連携に関するこ
と
④その他目的達成のために必要な事項に関すること
6 秋
田
県 秋
田
県建築部建築住宅課 2015年12月 県行政、13市7
町
村（秋
田
市、能代市、横手市、大館市、
男
鹿市、
湯
沢
市、鹿角市、
由
利本荘市、潟上市、大仙市、北秋
田
市、にかほ
市、仙北市、三種
町
、八峰
町
、五城目
町
、八郎潟
町
、井川
町
、美郷町
、東成瀬村）、秋
田
県社会福祉協議会、日本賃貸住宅管
理
協会秋田
支部、全国賃貸住宅経営者協会連合会秋
田
支部、秋
田
県宅地建
物
取引業協会、全日本不動
産
協会秋
田
県本部
①住宅確保要配慮者あんしん居住推進事業
②あんしん住宅情報提供システム
③スマートウェルネス住宅等推進事業
④高齢者くらしのサポートセンターによる住まいと生
活支援の相談
⑤住宅確保要配慮者専
用
賃貸住宅改修事業
7 山形県 山形県土整備部建築住宅
課
2015年12月 山形県宅地建
物
取引業協会、全日本不動
産
協会山形県本部、全国賃
貸住宅経営者協会連合会山形県支部、山形県県土整備部建築住宅課
①住宅確保要配慮者あんしん居住推進事業
②あんしん住宅情報提供システムによる情報公開
8 山形県鶴岡市 鶴岡市建設部建築課住宅
管
理
係
①あんしん居住推進事業
②住宅セーフティネット事業（空き家を活
用
した住
宅セーフティネット事業）
9 福島県 （一財）福島県建築安全
機構
2007年 県行政、各市
町
村、県社会福祉協議会、福島大学、日本大学、会津
大学、住宅金融支援機構 東北支店、東邦銀行、 福島銀行、大東銀
行、福島県信
用
金庫協会、東北労働金庫 福島県本部、福島県商工
会議所連合会、福島県商工会連合会、東北電力 株式会社 福島支
店、公益社団法人 福島県宅地建
物
取引業協会、全日本不動
産
協会
福島県本部、全国賃貸住宅経営者協会連合会 福島県支部、全国賃
貸住宅経営者協会連合会 いわき支部、日本賃貸住宅管
理
協会　福
島県支部、福島県建設
産
業団体連合会、福島県建築士会、福島県建
築設計協同組合、ふくしま市
町
村支援機構、福島県総合設備協会、
福島県建築大工業協会、全建総連福島、福島県工務店協会、福島県
アスベスト処
理
協会、NPO法人 循
環
型社会推進センター、ふくしま
建築住宅センター、福島県建設業協会、福島県建築士事務所協会、
NPO法人 市民協福島、福島県建築安全機構
①
物
件情報の提供、国補助制度の広報、補助
物
件に
関する相談
②被災者向けの住宅相談・トラブル防止の体制整
備、イベント等による幅広い広報③耐震化、省エ
ネ、バリアフリー化などにより安心できる住まいの
供給促進等
10 茨城県 茨城県土木部都市局住宅
課
県行政、茨城県宅地建
物
取引業協会 ・民間賃貸住宅の
物
件情報等（住宅確保要配慮者あ
んしん居住推進事業、つくば市民間賃貸住宅情報提
供事業等）
・連帯保証人の確保（家賃債務保証）等
・家賃、引越費、家財準備費の貸付、補助等
・
生
活支援（見守り等）
11 栃木県 栃木県建築士会 2014年7月 公益社団法人栃木県宅地建
物
取引業協会,全日本不動
産
協会栃木県
本部,社会福祉法人栃木県社会福祉協議会,栃木県国際交流協会,と
ちぎボランティアNPOセンター、法人移住・住み替え支援機構、厚生
労働省栃木労働局、栃木県住宅供給公社、栃木県豊かな住まいづ
くり協議会、県行政、3市宇都宮市、栃木市、日光市）
・あんしん賃貸住宅部会、空き家・住み替え部会、
公的賃貸住宅部会の設置による制度政策の検討
（住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅等への円滑な入
居の促進及び居住の安定方策に関すること。
空き家等の有効活
用
及び世帯構成に応じた住み替え
に関すること）
・情報共有
12 群馬県 県土整備部住宅政策課 2011年３月 群馬県観光
物産
国際協会、群馬県社会福祉協議会、群馬県宅地建
物
取引業協会、全日本不動
産
協会群馬県本部、日本賃貸住宅管
理
協会
群馬県支部、群馬県住宅供給公社、4市（前橋市、高崎市、伊勢崎
市、太
田
市、館林市）、県
住宅確保要配慮者が賃貸住宅へ円滑に入居できる
環
境を整備するため、関係者間で情報を共有するとと
もに、必要な支援策について協議し支援を実施する
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表１ 居住支援協議会の基本状況（筆者作成） 
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